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中
国
清
代
初
期
に
活
躍
し
た
詩
人
で
あ
る

王
漁
洋
（
王
士
禎
）
の
作
品
に
詳
細
な
訳
注

を
付
し
、現
代
に
お
い
て
最
も
多
く
の
漁
洋

詩
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
一
冊
。
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橋
本  
循
著

は
し
も
と
　
じ
ゅ
ん

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
福
井
縣
に
生
ま
れ
。京
都
帝
國
大
學
文
科
大

學
文
學
科
支
那
語
學
支
那
文
學
專
科
を
卒
業
後
、
立
命
館
大
學
敎
授
等

を
歴
任
し
、中
國
の
文
學
や
思
想
を
講
じ
た
。昭
和
六
三
年（
一
九
八
八
）

逝
去
。主
な
著
書
に『
譯
註
楚
辭
』、『
王
漁
洋
』、『
中
國
文
學
思
想
管
見
』

等
が
あ
る
。

沒
後
、橋
本
ゑ
ん
夫
人
に
よ
り
財
團
法
人
橋
本
循
記
念
會
が
設
立
、東
ア

ジ
ア
各
國
の
留
學
生
へ
の
奬
學
金
給
付
事
業
、
中
國
の
傳
統
文
化
研
究

に
對
す
る
學
術
賞
の
授
與
や
研
究
助
成
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
著
者
略
歴

◎ 

橋
本
循
著
作
集
全
巻
完
結
！

凡
例

王
漁
洋
小
傳

漁
洋
の
詩
論

一
、揚
州
以
前
の
作

醴
泉
寺
高
閣
瞻
眺
有
懷
范
文
正
公
／
蠡
勺
亭
觀
海
ほ
か

二
、揚
州
の
作
と
そ
の
後
の
作

イ
、揚
州
時
代
の
作

高
郵
雨
泊
／
送
胡
耑
孩
赴
長
江
ほ
か

ロ
、揚
州
以
後
の
作

胡
元
潤
畫
／
花
朝
道
中
有
感
寄
陳
其
年
三
首
ほ
か

三
、四
川
旅
行
の
作
と
そ
の
後
の
作

イ
、四
川
旅
行
の
作

題
新
樂
驛
壁
寄
宋
茘
裳
／
雨
中
度
故
關
ほ
か

ロ
、四
川
旅
行
以
後
の
作

贈
徐
東
癡
四
首
／
閱
先
兄
西
樵
故
書
泣
賦
ほ
か

四
、南
海
旅
行
の
作
と
そ
の
後
の
作

イ
、南
海
旅
行
の
作

德
州
答
鄭
山
公
留
別
之
作
／
入
廬
山
口
號
ほ
か

ロ
、南
海
旅
行
以
後
の
作

憶
石
帆
亭
寄
兒
輩
四
首
／
題
門
人
沈
客
子
林
屋
幽
居

圖
五
首
ほ
か

五
、陝
西
・
四
川
旅
行
の
作
と
晩
年
の
作

イ
、陝
西
・
四
川
旅
行
の
作

藺
相
如
墓
／
故
關
ほ
か

ロ
、晩
年
の
作

答
鍾
聖
輿
送
芍
藥
／
甘
泉
宮
長
生
瓦
歌
爲
林
佶
人
作

幷
寄
同
人

王
漁
洋
年
譜

解
題
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①
中
國
文
學
思
想
管
見

②
詩
經
國
風
④
楚
辭
・
雑
纂
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